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【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-241839(P2010-241839)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月18日(2013.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ギャップを介して対向する反射膜と、入力値に基づいて前記ギャップ寸法を変動させる
ギャップ可変部とを有する波長可変干渉フィルターと、
　アレイ状に配置される複数の検出素子を有し、前記波長可変干渉フィルターを透過した
光を検出する検出部と、
　前記ギャップ可変部に前記入力値を出力して、前記ギャップ寸法を制御する駆動制御部
と、
　前記入力値に対する前記複数の検出素子で受光される光の波長が記録された相関データ
を記憶した記憶部と、
　前記相関データに基づいて、前記入力値に対して、前記測定対象波長の光を受光可能な
前記検出素子を特定する素子特定部と、
　前記素子特定部により特定された前記検出素子で検出された前記測定対象波長の光の光
量を取得する光量取得部と、
　を備えたことを特徴とする光測定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光測定装置において、
　前記相関データは、前記入力値に対して同一波長域の光を受光する少なくとも１つ以上
の前記検出素子である同波長検出素子群毎に、それぞれ設定されている
　ことを特徴とする光測定装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の光測定装置において、
　前記相関データは、前記検出素子毎に、それぞれ設定されている
　ことを特徴とする光測定装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の光測定装置において、
　前記駆動制御部は、前記相関データに基づいて、測定対象波長の光に対する入力値を取
得するとともに、取得した入力値を前記ギャップ可変部に出力する
　ことを特徴とする光測定装置。
【請求項５】
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　請求項１から請求項４のいずれかに記載の光測定装置において、
　前記光量取得部により取得された各前記検出素子での測定対象波長の光の光量に基づい
て、測定対象波長の光の強度分布を測定する強度分布測定部を備えている
　ことを特徴とする光測定装置。
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